
おいしいからいもができますように
光進園・太寿園・よろこび保育園　からいも苗の植え付け

　５月21日、光進園、太寿園の高齢者やよろこび保育園
の園児たちなど約60人がからいもの苗の植え付けを行
いました。当日は町内の農家が協力し、「べにはるか」
や「ほりだしくん」など８種類のからいもの苗を植えま
した。秋には大きく成長したからいもを掘り、収穫祭を
行う予定です。

Honda熊本が本戦出場！
第84回都市対抗野球大会九州地区予選

本戦出場が決まり、胴上げをする選手たち。皆さんの応援をよろし
くお願いします。

子どもたちは「楽しかった」「からいも大好き。掘るのが楽しみ」な
ど笑顔を見せていました

生まれ変わった桜の木

水害で倒れた桜を防災薪に

　昨年の水害で倒れた桜の木を防災薪にする作業が５月
18日、森の駅（松村製材所跡地）で行われました。これは
大津の健やかな森づくりを目指すボランティア団体「おお
づ森の守り人」が行ったもので、当日の作業には「おおづ森
の守り人」のメンバーなど約10人が参加しました。「おお
づ森の守り人」は７月中にも薪割り作業を行う予定です。

外牧の通行がスムーズになりました

外牧バイパス開通式

　県道瀬田熊本線外牧バイパス開通式が５月23日、新境目
橋付近で行われました。瀬田熊本線は大津町瀬田と熊本市
中央区南千反畑町を結ぶ総延長24キロの道路で、外牧バイ
パスは全長980メートル、幅８～11メートルの片側一車線、
一部に歩道も備えています。開通式には地元住民や工事関
係者など約90人が出席し、新しい道路の完成を祝いました。

当日は招待客によるテープカットが行われました。開通後、住民の
皆さんはさっそく車や徒歩で新しい道路を通行していました

　第84回都市対抗野球大会九州地区予選が６月１日～
９日に長崎県で開催されました。大津町代表Honda熊
本は、第１代表決定戦でJR九州を６対１で下し、九州地
区第１代表として本大会出場を決めました。都市対抗野
球大会本戦は、７月12日（金）から東京ドームで開催さ
れ、Honda熊本の第１試合は７月15日（月）に行われます。

チェーンソーや薪割り機などを使い、倒れた桜の木を防災薪として
生まれ変わらせました

ジュニアに夢と感動　そして感謝を！

たのしかったね！いちご狩り

大津町スポーツ教室・講演会

大津幼稚園「いちご狩り」

　５月８日、大津幼稚園の「いちご狩り」が新の岩下秀一
郎さんの畑で行われました。これは、毎年５月に岩下さ
んが大津幼稚園の子どもたちを招待しているもので、今
年も年長児67人が訪れました。甘い香りの真っ赤なた
くさんのいちごに子どもたちも大興奮。最後に大きな声
で「ありがとうございました」とお礼を言って幼稚園に帰
りました。

子どもたちは袋いっぱいになったいちごに大満足でした

　６月８日、「大津町スポーツ教室・講演会」が、町スポー
ツ関係４団体（町体育協会・ＮＰＯ法人クラブおおづ・町
婦人スポーツ連絡協議会・町スポーツ推進委員会）主催に
より、町総合体育館と町文化ホールで行われました。
　今年は「ジュニアに夢と感動　そして感謝を！」をテー
マに、午前10時から町総合体育館で行われたスポーツ教
室には、ルネサスバドミントン部の本
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選手と対戦した子どもたちは、「楽しかった」「一緒に試合
ができて嬉しかった。大きくなったらオリンピックで金
メダルを取れるような選手になりたい」と笑顔で話して
いました。
　午後２時からは、小椋・潮田組（通称オグシオ）ペアリン
グの産みの親である県バドミントン協会副会長の工

く
藤
どう
勇
たけ

参
ちか
さんが町文化ホールを訪れ、「夢を追って　シャトルを
追って」と題し、講演を行いました。講演後の質疑応答の
時間には、工藤さんは子どもたちからのさまざまな質問
に笑顔で答えていました。

たくさんのいちごを収穫してにっこり

子どもたちはいちごを収穫しながら、「おいしそう」「おかあさんが
よろこんでくれるよ」とうれしそうに話していました

現役の選手にアドバイスをもらえる貴重な機会となりました

自分の半生や前回のオリンピックなどについて語る工藤さん
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